平成15年度　第1回　総合種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す回路において、端子a－b間の合成抵抗が抵抗Rに等しく、かつ、抵抗R1が（　ア　）オームのとき、Rの両端の電圧は、端子a－b間の電圧Eの
[image: image1.wmf]3
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になる。　　　　　　　　　　(5点)
	　①　30　　②　60　　③　90　　④　180　　⑤　225　　⑥　270
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　(2)　図－2に示す回路において、端子a－b間に70ボルトの正弦波の交流電圧を加えたとき、有効電力は、（　イ　）ワットである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　42　　②　49　　③　84　　④　124　　⑤　140
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　(3)　導体の抵抗をR、導電率をσ、長さをl、断面積をAとすると、これらの間には（　ウ　）の関係がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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　(4)　正弦波交流における実効値は、（　エ　）の
[image: image9.wmf]2
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である。　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　力　率　　②　最大値　　③　皮相値　　④　平均値　　⑤　絶対値


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　PN接合ダイオードに対して順方向電圧を加えると、N形層側の電子及びP形層側の正孔は、それぞれＰ形層側及びN形層側に移動し、外部回路に順方向電流として流れる。これは、（　ア　）電流といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　収　束　　②　エネルギー差　　③　正電荷　　④　拡　散　　⑤　負電荷


　(2)　電圧増幅度が60、電流増幅度が50のトランジスタ回路に、3ミリボルトの入力信号電圧を加えたところ、2.5ミリアンペアの出力信号電流が得られた。この回路の電力増幅度は、（　イ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　1,800　　②　2,000　　③　2,400　　④　2,700　　⑤　3,000


　(3)　図－1に示す回路において、ベースとエミッタ間に正弦波の入力信号電圧VIを加えたとき、コレクタ電流ICが図－2に示すように変化した。ICとコレクタ－エミッタ間の電圧VCEとの関係が図－3に示すように表されるとき、このトランジスタ回路の電圧増幅度を40とすれば、VIの振幅は、（　ウ　）ミリボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　10　　②　20　　③　30　　④　40　　⑤　50　　⑥　100
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　(4)　トランジスタの各種接地増幅回路の特性に関する次の二つの記述は、（　エ　）。(4点)
　　A　エミッタ接地増幅回路は、入力インピーダンスが高く、出力インピーダンスが低いので、インピーダンス変換回路に用いられる。

　　B　ベース接地増幅回路は、他の接地増幅回路に比べ、高周波数帯域での増幅特性が安定している。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(5)　トランジスタのエミッタ電流IEは、ベース接地のときの直流電流増幅率をα、ベース電流をIB、コレクタ電流をICとすれば、IE＝IB+ICであることから、次式で表される。

　　　IE＝（　オ　）×IB                                                            (4点)
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第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　ア　）になる。

(5点)
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	　①　
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　(2)　表は、2入力の論理回路における入力論理レベルA及びBと出力論理レベルCとの関係を示した真理値表である。その論理回路の論理式が、
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　　で表されるとき、表の出力論理レベルW、X、Y、Zのそれぞれを示す組合せは（　イ　）である。

(5点)
	　①　0,0,0,1　　②　0,0,1,1　　③　0,1,0,1　　④　0,1,1,1

　⑤　1,0,0,1　　⑥　1,0,1,0　　⑦　1,1,0,0　　⑧　1,1,1,0
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　(3)　図－1の論理回路における入力a及び入力bの論理レベル（それぞれA及びB）と出力cの論理レベル(C)との関係式は、（　ウ　）の論理式で表すことができる。　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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(4)　図－2の論理回路において、入力a及び入力bに図－3に示す入力がある場合、図－2の出力ｃは、図－3の出力のうち（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　c1　　②　c2　　③　c3　　④　c4　　⑤c5
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(小計20点)
　(1)　図－1に示す電気通信回線への入力電力が48ミリワット、その伝送損失が１キロメートル当たり0.8デシベル、増幅器の利得が30デシベルのとき、負荷抵抗R1で消費する電力は、（　ア　）ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　24　　②　48　　③　96　　④　120　　⑤　240　　⑥　480
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　(2)　平衡対ケーブルにおいては、（　イ　）を大きくすると伝送損失が増加する。　　　　　　(5点)
	　①　心線導体間の間隔　　②　単位長さ当たりのインダクタンス

　③　心線導体の直径　　　④　単位長さ当たりの心線導体抵抗


　(3)　図－2に示すインピーダンスがそれぞれ320オームと480オームの伝送ケーブルを接続して信号を伝送するとき、その接続点における電圧反射係数（インピーダンス不整合による電圧変化を整合時電圧との比で表したもの）は、（　ウ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　－0.6　　②　－0.3　　③　－0.2　　④　0.2　　⑤　0.3　　⑥　0.6
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　(4)　伝送系のある箇所における信号電力と基準点における信号電力との比をデシベル表示した値は、その箇所の（　エ　）といわれ、通常、単位は、[dBr]で表す。　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　平衡度　　②　SN比　　③　相対レベル　　④　絶対レベル　　⑤　CN比


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　パルス変調方式には、大別して、アナログパルス変調方式とデジタルパルス変調方式とがある。PCMや（　ア　）は、デジタルパルス変調方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　PAM　　②　PWM　　③　PPM　　④　PNM　　⑤　PFM


　(2)　PCM方式において、伝送されてきたパルス列を受信側で元の波形に復元するために、原理的には、量子化レベルまで再生した信号をサンプリング周波数の
[image: image29.wmf]2
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を遮断周波数とする（　イ　）フィルタに通せばよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　高　域　　②　低　域　　③　帯域通過　　④　帯域阻止


　(3)　アナログ伝送における回線雑音には、信号電力の大きさには無関係な（　ウ　）雑音、中継器等の非直線性により生ずる相互変調雑音、ケーブル心線間の電磁結合や静電結合あるいはフィルタの特性等によって生ずる漏話雑音等がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　補　間　　②　量子化　　③　ジッタ　　④　準漏話　　⑤　熱


　(4)　PCM方式の伝送路においては、中継区間ごとにパルスの再生中継を行っており、原理的に、線路で混入する雑音は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　振幅が信号の半分より小さければ支障がない

　②　振幅が信号と同じ大きさまでは支障がない

　③　振幅が信号より大きくても支障がない

　④　振幅に比例してSN比を劣化させる


　(5)　単一モードの光ファイバは、（　オ　）が無く、広帯域・低損失の伝送特性を持ち、大容量・長距離伝送に適している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　クラッド　　②　材料分散　　③　構造分散　　④　遮断波長　　⑤　モード分散


解答

第1問（ア）③　（イ）③　（ウ）⑤　（エ）②

第2問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）⑤　（エ）②　（オ）④

第3問（ア）②　（イ）⑤　（ウ）④　（エ）④

第4問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）③　（エ）③

第5問（ア）④　（イ）②　（ウ）⑤　（エ）①　（オ）⑤
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